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【抄録】J. Staszkiewicz & J. J. Wojcicki. 1979. 

Biometrical analysis of Trap a L. nuts 

from P o land .(原題はポーランド語） 

Fragmenta Floristica et Geobotanica,

25 : 3 3 -  59.

ポーランド語の論文なので私には読めないが，比較的 

詳しい英文要約がついているので，図表と照合しながら 

検討すると内容の推察は難くない。

ヒシ属の実は変異に富んでいて我々も悩むわけである 

が，著者たちは，その特徴の類型化とサイズの計測を27 

ケ所から得られたサンブルについて試みた。そして，そ 

の資料を数量分類学の手法を援用して解析した結果，明 

瞭に区別できる2 つの種と，多くの中間型の存在を示す 

ことができた。おそらく， ヒシ属は自由な交雑と，その 

雑種個体群の定着で多様な変異を示しているのだろうと 

考察している。 （角野）

〇川合禎次• 川那部浩哉• 水野信彦編「日本の淡水生物 

一 侵略と撹乱の生態学」 （東海大学出版会， 1980年11 

月， 194 + 26P, 2800 円）

日本に侵入した淡水生物の生態。侵入一定着に成功し 

た理由などを興味深く議論している。水草では，コカナ 

ダモとオオカナダモの分布拡大とそれにあずかったであ 

ろう性質が考察されている（生嶋功 r コカナダモ•オオ 

カナダモー割り込みと割り込まれ」）。

〇富山湖沼研究会編「富山の湖沼」 （北国出版社刊， 197 

9 年 8 月， 193 P ， 1200 円）

富山県下の湖沼一といっても大半がため池やダム湖で 

あるが一の自然誌。 「富山新聞」に連載されたものであ 

るという。一つ一つの池について歴史や伝説も紹介され 

ていて，これらの水域が，いかに人々の生活に身近かな 

ものであったかを知ることができる。

〇五味禮夫監修「群馬の湖沼J (上毛新聞社刊， 1980年

2 月， 305 P + 巻末資料36P , 1600円）

群馬県下の湖沼を自然科学的側面（地質，水質，生物 

など）に中心をおいて紹介している。 「やがてたどるで 

あろう群馬の湖沼の変遷の姿をみていただくためにも， 

現状をできるだけ忠実にお伝えしたいと願って……」と 

まえ書きにもあるように，各項目の記述は詳しい。地方 

湖沼誌としてよくまとまった好著だと思う。

〇深泥池の自然と人深泥池学術調査報告書（京都市文 

化 観 光 局 1981年， 312 P + 植生図）

昭和52年度より行なわれてきた深泥池総合学術調査団

の報告書。深泥池の水生植物群落は，昭和 2 年に天然記 

念物に指定されたが，その後の変化が著しいため現状の 

把握と今後の保護対策を立てようという主旨で今回の調 

査が行なわれた。人文，地質，気象，水質，動物，植物 

など各方面の研究者が参加した。

植物関係では，文献リストにあげた4 篇の他，暖地に 

残る浮島の生態について興味深い研究成果が報告されて 

いる。また，在粉分析の立場より，深泥池の歴史に新し 

い光があてられている。

この報告書は一般にも頒布されることになっているの 

で，興味のある方は，京都市文化観光局文化財保護課（ 

〒 606京都市左京区岡崎京都会館 1 F ) に照会される 

とよい。頒 価 4000円。 （角野）

〇文献リスト 

【 1 9 8 1 - ( 1 ) 】
伊藤一幸.オモダカ科雑草の繁殖特性.種生物学研 

究 V : 47—61.

岩崎桂三. 1ホタルイ'の生態と除草剤反応性.種生

物 学 研 究 V : 7 5 -8 5 .

植 木 邦 和 .水 ®草 ホ テ イ ア オ イ の 諸 特 性 .植 物 と  

自 然 15 ( 9 )  : 3 3 -3 7 . •

臼 井 英 治 .ハ ス —— 清浄の花（植物文化史1 6 ).遺 伝  

35 ( 7 )  : 92.

薄 葉 満 .福 島 県 中 通 り 地 方 の 食 虫 植 物 .食 虫 植 物  

研会誌 N（196 : ] -  7 .

歌崎秀夫.ホテイアオイを用いた水質浄化■一  伊丹市 

•昆陽池における事例から—— . 公害と対策 

17 : 1 1 0  — ] 14 .

大 滝 末 男 .水 草 の 冬 越 し .植 物 と 自 然 1 5 ( 2 ) : 

14-19 .

角 野 康 郎 .日 本 の ヒ ル ム シ ロ 属 .植 物 と 自 然 15 ( 

9 ) : 4 - 9  .
--------. 深泥池の水質と水生植物/ 「深泥池の自

然と人」 深泥池学術調査報告書：46 -  54, 

京都市文化観光局.

北村四郎• 村田源.深泥池とその周辺の植物相.

「深泥池の自然と人J : 5 5 -82 .

---------------- . 深泥池とその周辺の植生.
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同 上 ：83—91.

小林央往.水田と池のクログワイの変異と適応様式.

種 生 物 学 研 究 V : 62—74.

小 宮 定 志 .水 生 の 食 虫 植 物 .植 物 と 自 然 1 5 ( 9 )

: 10 —15.

桜井善雄.霞ケ浦の水生植物のフローラ，植被面積お 

よび現存量一 .特に近年における湖の富栄養化 

に伴う変化について一国立公害研研究報告 

Na 22 : 229 — 279・

橘ヒサ子•伊藤浩司.勇払湿原の植物生態学的研究. 

環境科学（北海道大学） 4 : 13—79.

田 中 修 .ウ キ ク サ の 開 花 と サ ル チ ル 酸 .植 物 と 自  

然 15 ( 9 ) : 16-20 .

長 島 時 子 .水 草 を 楽 し む .採 集 と 飼 育 43 : 385.

西 村 昌 彦 .ミ ツ ガ シ ワ の 花 型 と 生 産 量 .「深泥池の

自然と人」： 135— 138.

浜島繁隆.ため池の水草とその生態一生育と繁殖の様 

式 一 植 物 と 自 然 15 ( 9 )  : 2 8 -32 .

------- . ヒメウキクサとヒナウキクサを愛知県で発

見 .レ ポ ー ト 日 本 の 植 物 Na 8 : 6 8 -69 .

船越真樹•鈴木修平• 沖野外輝夫.木崎湖における水 

生植物の分布とその変動.特定研！"中部山岳 

フォッサマグナ地帯における生物相の生理，生 

態学的研究」：69- 9 0 ,信州大理学部生物学教 

室.

別府敏夫.□本産アオウキクサの分布地理的変異.植 

物 と 自 然 15 ( 9 )  : 21 -26 .

星 一 彰 . 尾 瀬沼の水生植物.福島県特殊植物等保 

全事業調査報告書第56集 「尾瀬の保護と復元XII 

J : 27-30 ・

百瀬忠征.写真にみる実験観察材料としてのオオカナ 

ダ モ （ 7 ) — 才才カナダモの仲間たち①一

遺 伝 35 ( 9 ) : グラビア，61・
Aioi，K ., H. Mukai， I. Koike , M. Ohtsu & A . Hattori. 

Growth and organic production of eelgrass( Zoster a 

marina L .)  in temperate waters of the Pacific coa

st of Japan ・ II.G row th analysis in winter.Aqua- 

t .  B o t .10:175 - 1 8 2 ・

B eppu， T . & A . Takimoto. Geographical distribution 

and cytological variation of Lemna paucicostata Heg- 

elm. in Japan . Bot. Mag. 94 :11一20・

---------------- . Further studies on the flowering of Le

mna paucicostata in Japan .B ot. Mag. 94 :69—76 ・

----------------■・ Growth of variovs ecotypes of Lemna

paucicostata in Japan under various temperature 

conditions, and their wintering form s・ Bot. Mag. 

9 4 :1 0 7  -  114.

Kaihara, S . ,  K. Watanabe & A . Takimoto. Flow

er-inducing effect of benzoic and salicylic acids in 

various strains of Lemna paucicostata and L ・ minor. 

Plant & Cell Physiol. 2 2  : 819 — 825 .

Kunii, H . Characteristics of the winter growth of 

detatched Elodea mdtallu{ Planch.)  S t . John in Japan 

A quat. Bot. 1 1 : 5 7  — 66.

Oota, Y . Bimodal floral response of Lemna gibba G3 

to night interruption : photoperiodic time measure

m ent. Plant & Cell Physiol. 2 2  : 99 —113・

Sastroutomo, S .S .  Turion formation , dormancy and 

germination of curly pondweed, Fbtamogeton crispus 

L . A quat. B o t . 10 : 161— 173・

T anaka, 0  & C . F . Cleland. Influence of ammoni

um on the ability of salycylic acid to induce flowe

ring in the short-day plant Lemna paucicostata 

6746. Plant & Cell P h y s io l .22 : 597 — 602・

Yamasaki, S , & I . Tange ・ Growth responses of 

Zizania latifolia , Phragmites australis and h/dscanth- 

us sac char i f  lor us to varying inundation. Aquat. 

B o t . 10 : 229 — 239.

【編集後記】

今回は，全国集会の講演を集録しました。当日参加さ 

れなかった会員の方にも，どのような話題が提供された 

のか知っていただけるものと思います。

最近，会報の内容が少し堅すぎるのではないかという 

声を聞きます。 しかし，意識してそうしているわけでは 

ありません。この会報が幅広い，多彩な内容をもつもの 

になるよう，さまざまな方面からの投稿を期待する次第 

です。

文献リスト1976〜 1980年分の補遺は，またまた次号 

まわしになりました0
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